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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
っ
て
ひ
と
り
親
世
帯
を
始

め
、
多
く
の
子
育
て
世
帯
の
生
活

困
窮
や
こ
ど
も
の
貧
困
の
深
刻
さ

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
の
以
前
か
ら
問
題
と
な

っ
て
い
た
少
子
化
も
さ
ら
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
中
、
全
て
の
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す

る
た
め
に
医
療
費
の
心
配
を
無
く

す
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

子
ど
も
医
療
制
度
と
子

ど
も
医
療
費
助
成 

愛
知
県
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
の
内
容 

の
人
数
は
、
１
２
，
６
２
５

人
。
高
校
生
世
代
の
通
院
も

含
め
て
無
料
化
し
た
場
合
に

つ
い
て
試
算
す
る
と
、
本
市

に
お
け
る
高
校
生
世
代
の
医

療
費
助
成
に
要
す
る
額
は
、

年
間
４
億
７
，
０
０
０
万
円

余
が
見
込
ま
れ
る
。」 

 

無
料
化
は
効
果
あ
り 

 

１
８
歳
ま
で
医
療
費
無
料 

化
は
必
要 

問 

１
８
歳
ま
で
通
院
も
無
料

化
の
考
え
は
。 

答
「
こ
の
時
点
で
は
今
以
上
の

対
象
拡
大
は
予
定
な
し
。
引

き
続
き
、
対
象
世
代
の
医
療

費
負
担
の
推
移
や
、
県
、
近

隣
市
町
村
、
全
国
中
核
市
等

の
動
向
も
注
視
し
て
い
く
。」 

 

助
成
制
度
の
拡
充
で
子
ど
も
の
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
き

る
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
命

が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
す
。 

   

答
「
県
の
補
助
制
度
の
枠
を
超
え

て
、
小
中
学
生
の
通
院
と
高
校

生
世
代
、
大
学
生
等
の
入
院
に

か
か
る
医
療
費
自
己
負
担
額
も

独
自
に
助
成
。」 

 

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
促
進
、
子
ど
も
の

健
全
な
育
成 

問 

医
療
費
助
成
の
目
的
は 

答
「
助
成
の
目
的
は
、
必
要
な
医

療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
、
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
と
と
も
に
、
疾
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
促
進
し
、

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
つ
な

が
る
こ
と
。」 

 

１
８
歳
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
を 

子
ど
も
の
医
療
費
を
め
ぐ
っ
て
は
、

全
国
知
事
会 

、
全
国
市
長
会
、
全

国
町
村
会
は
「
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
に
係
る
国
民
健
康
保
険
の
国
庫

負
担
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
に
つ

い
て
」
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
は
「
国
は
、
地
方
自
治
体
に

よ
る
医
療
費
助
成
（
現
物
給
付
方

式
）
の
取
組
に
対
し
て
、
医
療
費
の

波
及
増
分
は
実
施
自
治
体
が
負
担

す
べ
き
も
の
と
し
て
、
本
来
国
が
負

担
す
べ
き
国
民
健
康
保
険
国
庫
負

担
金
等
の
減
額
調
整
措
置
（
ぺ
ナ
ル

答
「
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
ど

も
の
通
院
と
入
院
及
び
小
中

学
生
の
入
院
に
か
か
る
医
療

費
自
己
負
担
額
の
半
額
を
福

祉
医
療
費
支
給
事
業
補
助
金

と
し
て
市
町
村
へ
助
成
。」 

 

厚
労
省
の
平
成
３
１
年
４
月

現
在
の
都
道
府
県
の
調
査
結
果

で
は
、
就
学
前
を
通
院
対
象
と
し

て
い
る
の
が
２
５
道
府
県
で
、
１

７
都
府
県
が
そ
れ
以
上
の
年
齢

ま
で
助
成
。
市
区
町
村
で
は
、
都

道
府
県
の
助
成
分
に
上
乗
せ
す

る
形
で
、
市
区
町
村
の
約
半
数
が

通
院
・
入
院
と
も
に
「
高
校
卒
業

ま
で
」
の
助
成
に
と
、
大
き
く
拡

大
し
て
い
ま
す
。
愛
知
県
内
の
全

て
の
自
治
体
が
、
県
の
助
成
分
に

上
乗
せ
し
て
独
自
の
医
療
費
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 問
市
の
助
成
内
容
は
。 

市
で
実
施
し
て
い
る
医
療

費
助
成 

テ
ィ
ー
）
を
講
じ
て
い
る
。 

調
整

措
置
は
、
少
子
化
対
策
と
い
う
国
の

大
方
針
と
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
減
額
調
整
措
置
を
行
う

こ
と
は
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
少
子

化
対
策
の
取
組
を
阻
害
し
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
い
う

も
の
。 

国
は
現
在
「
未
就
学
児
ま
で
を
対

象
と
す
る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

減
額
調
整
措
置
を
行
わ
な
い
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の

自
治
体
が
、
就
学
前
ま
で
助
成
し
て

い
る
実
態
で
あ
り
、
国
の
制
度
の
創

設
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 １
８
歳
ま
で
無
料
化
し
た

自
治
体
は
３
０
％
に 

 
 

愛
知
県
の
県
内
自
治
体
で
、
通
院

に
つ
い
て
中
学
卒
業
ま
で
窓
口
負

担
な
し
の
無
料
化
の
自
治
体
が
９

８
％
に
、
１
８
歳
ま
で
の
無
料
化
で

は
、
名
古
屋
市
、
東
海
市
、
犬
山
市

な
ど
今
年
か
ら
は
じ
め
た
と
こ
ろ

も
多
く
、
県
内
自
治
体
の
数
の
３

０
％
ま
で
増
え
ま
し
た
。 

 

医
療
費
無
料
化 

４
億
７

０
０
０
万
円
で 

で
き
る 

問
１
８
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化

の
対
象
人
数
、
費
用
は
。 

答
「
１
８
歳
ま
で
の
高
校
生
世
代

歳
ま
で
医
療
費
を 

無
料
に 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１
２
月
１
日
、
住
み
よ
い
豊
田
を

創
る
会
共
同
代
表
の
田
中
勝
美
氏

か
ら
１
２
月
市
議
会
に
「
水
道
料
金

の
値
上
げ
を
し
な
い
で
据
え
置
き

を
求
め
る
請
願
書
」
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
１
５
日
の
地
域
生
活
委
員
会

で
紹
介
議
員
の
根
本
み
は
る
市
議

が
趣
旨
説
明
を
お
こ
な
い
、
採
決
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
結
果
は
後
号
に

掲
載
予
定
）
請
願
の
主
な
趣
旨
は 

「
長
期
の
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
更

な
る
物
価
高
騰
で
、
市
民
の
暮
ら
し

や
営
業
が
極
め
て
厳
し
い
中
で
、
水

道
料
金
の
値
上
げ
は
さ
ら
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
も
の
と
な
る
。
市
の

給
水
人
口
の
減
少
等
で
使
用
水
量

が
減
る
こ
と
で
給
水
収
益
が
令
和

１
４
年
度
に
７
６
億
円
と
令
和
３

年
度
か
ら
７
億
円
減
る
こ
と
を
見 

 
 

込
ん
で
、
値
上
げ
の

理

由

と

し

て

い 
 
 

る
。 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

し
か
し
、
市
の
今
年
度
一
般
会

計
予
算
は
１
８
０
１
億
円
で
、
岡

崎
市
と
比
べ
て
５
２
２
億
円
多
い

と
い
う
豊
か
な
財
政
を
、
市
民
の

た
め
に
使
う
な
ら
ば
、
上
下
水
道

事
業
を
維
持
す
る
こ
と
は
充
分
可

能
な
こ
と
と
考
え
、
市
民
の
暮
ら

し
と
営
業
を
守
る
た
め
、
水
道
料

金
の
値
上
げ
を
し
な
い
で
据
え
置

き
を
求
め
る
」 

         

日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会

は
、
尾
形
け
い
こ
愛
知
県
知
事
予

定
候
補
と
推
薦
確
認
書
を
交
わ
し

ま
し
た
。 

【
推
薦
確
認
書
の
内
容
】 

物
価
高
騰
、
度
重
な
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
気
候
変

動
に
よ
る
災
害
の
多
発
な
ど
、
愛

知
県
民
は
命
と
暮
ら
し
が
脅
か
さ

れ
る
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
危
機
に
対
し
て
、
愛
知
県
政

が
国
の
悪
政
の
防
波
堤
と
な
り
、

県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
県
政

署名・宣伝行動 
12月 24日（土） 

午後1時半～2時半 

  豊田市駅西側デッキ上 

（雨天でも宣伝を中心に行います） 

 主催：豊田・みよし原水爆協議会   

連絡先 090-3448-8061 本村映一 

と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
新
自
由
主
義
路
線

の
立
場
に
立
ち
、大
企
業
応
援
と
大
型

開
発
推
進
に
熱
中
す
る
大
村
県
政
を
、

医
療
・
福
祉
と
教
育
の
充
実
、
子
育
て

と
青
年
・
学
生
の
支
援
、
気
候
危
機
打

開
と
防
災
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、

中
小
企
業
と
農
漁
業
の
振
興
、
省
エ

ネ
・
再
エ
ネ
事
業
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
個
人
の

尊
厳
の
実
現
、憲
法
９
条
を
生
か
し
た

平
和
へ
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る
県

政
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。 

以
上
に
つ
い
て
日
本
共
産
党
と
２

０
２
３
年
愛
知
県
知
事
選
挙
に
出
馬

表
明
し
た
尾
形
け
い
こ
氏
と
の
認
識

が
一
致
し
、日
本
共
産
党
は
尾
形
け
い

こ
氏
を
推
薦
し
、尾
形
氏
も
日
本
共
産

党
の
推
薦
を
受
け
て
知
事
選
挙
を
た

た
か
う
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。 

 【
尾
形
け
い
こ
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

１
９
５
７
年
７
月
三
重
県
四
日
市
市
生
ま

れ
。
名
古
屋
市
昭
和
区
在
住
。 

家
族
は
夫
、
娘
、
孫
息
子
と
４
人
暮
ら
し 

 

軍事費43兆円ではなく、核兵器禁止・ 

廃絶の道を！ 

 岸田内閣が設置した「有識者会議」の報告（11 月 22 日）によって、

軍事力の抜本的強化の方向と 5年間で現在の 2倍、43兆円にする狙いが

はっきりしました。反撃能力という名の「敵基地攻撃能力」は、先制攻

撃を禁じている国際法にも、「専守防衛」という日本政府の基本的立場

にも反するものであり、憲法 9条と矛盾します。海外の政府からも「日

本は被爆国でありながら、なぜ核兵器禁止条約に参加しないのか」の声

が多く届いています。 

「日本政府に核兵器禁止条約への批准を求める署名」を大きく広げて

政府に反撃しよう。 

 

当面、豊田・みよしで人口の１％の署名を！      
（４８００筆―現在９００） 

 

党
愛
知
県
委
員
会
が 

県
知
事
選
候
補
に 

尾
形
け
い
こ
氏
を
推
薦 

２
０
２
３
年
愛
知
県
知
事
選 

 

１
月
１
９
日
告
示 

２
月
５
日
投
開
票 

水
道
料
金
を
値
上
げ
せ
ず
据
え
置
き
を 

１
２
月
市
議
会
に
請
願
書
提
出 

 

請願書を提出する田中勝美氏 

左は水野議会事務局長 


